













































この点に関して、聖人は遺文を書く際に運筆がスムーズ いくように松煙墨（青墨）を使う傾向にあるとおっしゃっています。松煙墨とは松の根や皮を燃焼させ「すす を採り をにかわで固めて作る で、青灰色を帯びた墨色であります。この墨は古くなるにしたがって墨色 さらに変化させ、一層青味が強くなるのが特徴で、 こに「青墨」ともいわれ 所以があるのです。・日蓮聖人が使用した料紙について
　
現存する の著述や書状の多くは巻子になっています。そのため巻紙を片手に筆を走 せられ ように思われがちでありま








の拠点は草庵があったとされる名越の松葉谷という所でした。ここは鎌倉幕府の、北条一門の有力氏族であった名越氏の邸宅などがあった場所とされ、鎌倉の要所ともいうべき地であります。当時の布教内容は「法華経受持 勧奨」と「諸宗批判」 、特に諸宗批判の矛先は法然浄土教と禅であった 伝わります。聖人が諸宗批判を繰り返されたその根拠について、宮崎英修先生は『日蓮辞典』において「諸宗立宗の祖師らは自らの意趣によって依経を選択しており、仏意に随順していないと見抜いたから」であると指摘されています。仏意 は釈尊が本当に言いたかった事、つま 釈尊の真意であり、諸宗 高僧らは自らの能力に応じて依るべき経典を選択しているため、真意に背いて だと聖人は諸宗の高僧らを断罪しているのです。　










という有名な文にその惨状をみることができます。この『立正安国論』は主客問答体にて記されており、主人に対して旅客が「近年打ち続く災害がやむこと無く、鎌倉の大路小路には牛馬が倒れており、死人の骸骨が充ち満ちている。多くの人々は死を見ながら悲しみ苦しんでいる」と当時の状況を克明に告げています。ここに示される状態はまさに地獄の様態ともいえましょう。時の為政者は篤く仏教を外護し、多くの大寺院が建立されています。このように「仏都の観」を呈している鎌倉であるにもかかわらず、民衆は苦しみにあえいでいる。この問題に聖人は仏教者として解答を出すために様々な経典の閲読をされ のであります。当然、閲読は法華経を中心として行われた とでしょう。しかしそこに明らかな文証をみることはできず、 「鎮護国家 経典」にまでその閲読範囲は及びます。そ 『大集経』 、 『金光明経』 、 『般若経』 、 『薬師経 閲読に及んで、救世の経典は正法『妙法蓮華経』であり、浄土教や禅の流行によって正法の流布が妨げられているため 天変地夭が巷 蔓延 だと見いだされたのでした。この発見こそが『立正安国論』の執筆動機であり、 『守護国家論 災難興起由来』 、 『災難対治抄』を記し 後、こ 三書が底本となり『立正安国論』が完成するので ります。こ 『立正安国論』は得宗被官であった宿屋入道最信を仲介 して前執権北条時頼に提出されました。この『立正安国論』の要点内容を簡単に図式化すると、
正法廃棄→悪法帰依→善神捨国→聖人辞処→悪鬼跳梁→災害続出






































て大変厳しい文言が並んでいます。こ に対し書状には大変優しい、先にも述べました「非常に人間味溢れ 日蓮聖人像」をみることができます。次にこの書状にみる聖人のお姿、檀越に対する想 について たいと思います。　
聖人のお書きになったもの、特 書状にはその内容に特徴をみることができます。具体的に挙げればそれは①供養に対する返











であります。聖人には女性檀越が多く存在しておりました。その要因として挙げられるのが、末法世の人々を救う正法として、依経とされた法華経には、言わずも な「女人成仏」が説かれて る点です。しかしそ だけ はなく混迷 極める世情を生きた女性檀越の心に寄り添 聖人の心が「女人成仏」を説 法華経の文言を通じて信仰者のあるべき姿を示すと同時に、現代にも通じる病の苦しみ、夫婦間の悩みや の子を想う母の気持ち 対する解答 書状をもって説き示されたからともいえます。　
このように男性に宛てた書状には「格調高い漢文体、さらに荘厳な楷書」 、女性に宛てた書状には「優美で流れるような和文


















































と「病には二つある。一に軽い病、二に重 病。重病です 良い医師に出会い、急いで治療すれば病は癒えるであろう。故に軽い病は言うまでもない。また我々の過去世から 行動が現在に影響させる働き（業）というものにも二つある。それは一に定業、二に不定業である。過去世の行い よって定まっている業ですら よくよく懺悔すれば必ず消滅する。故に定まっていない業などは日々の行いにより必ず消滅するであろう」と述べ 日々の行いにより定まる ですら消滅するのですから、病 どは急いで良い医師 出会い、治療す べきであると富木女房尼を勇気づけながら、その治療を勧めて るので 。宗教者というもの とかく目 見えないものを言いがちであるにもかかわらず、鎌倉期という医療も進んでいな 時代において、非常に現実的に富木女房尼の病気に対しアドバイスを送って のです。ここに聖人の的確な助言をみることができま 。　
さて、ここにある人物が登場します。それは先にもあげた、富木氏と同じく聖人の大檀越の一人であった四条金吾（四条頼基
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其上最第一の秘事はんべり。此経文は後五百歳二千五百余年の時、女人の病あらんととかれて候文なり。阿闍世王は御年五十二月十五日、大悪瘡身に出来せり。大医耆婆が力も及ず、三月七日必死て無間大城に堕べ りき。五十余年が間大楽一時に滅して、一生の大苦三七日 あつまれり。定業限ありしかども仏、法華経をかさねて演説して、涅槃経と づけて大王にあたえ給 かば、身 病忽に平愈、心の重罪も一時に露と消にき。仏滅後一千五百余年、陳臣と申人あ 命知命にありと申て五十年に定て候しが 天台大師 値て十五年の命を宣て、六十五までをはしき。其上、不軽菩薩更増寿命 とかれ 、法華経を行じて定業をのべ給き。彼等皆男子也。女人にはあらざれど 、法華経を行じて寿を ぶ。又陳臣は後五百歳にもあたらず。冬の稻米
・夏菊花のごとし。当時の女人の法華経を行じて定業を転ことは秋の稻米
・冬菊花、誰かをどろくべき。













ここには「急いで中務三郎左衛門尉に対して、誠意を尽くして治療の依頼し、病と向きあわなければならない。中務三郎左衛門尉には自らも依頼しようとは思うが、人というのは様々 あ 。人によって、時には仲介者を立てて交渉をした方がよいこともあれば、そのようにすることによって依頼する本人 誠意 薄いと思う者も少なからず存在する。自分が思うに中務三郎左衛門尉の場合は 仲介者が間に入るこ によって少し面白くなく感じる人であるように思う。故に自分から依頼することはかえって具合が悪いかもしれない。今回は仲介者を立 ずに、富木女房尼が心より、ただ一心 するのが一番良いと思う」 示されています。四条金吾は大変篤い法華経信仰を持つ反面 非常に強情な人物であったと伝わります。同じ信仰を持つ者であっても、聖人が仲介者として入ることに り 富木氏ばかり良くしてい 」と四条金吾が感じてしま と富木女房尼 しては非常に良くない立場となるわけです。四条金吾の性質をよく理解し、教え導 て る聖人であ からこそ富木女房尼にこ ようにアドバイスをおくったのではない しょうか。　
さらに聖人は富木女房尼に対して、





























に寄り添う聖人の 「おひとがら」 は、 その書面が見事に映し出しており、 「人間
・日蓮」が現代に燦然と姿を現されるのであります。
我々は信仰を受持すると同時に、この文言に救われな ら「現代を活きる指針」としなければらならないのではないでしょうか。
38
遺文からみる日蓮聖人のおひとがら（木村）
